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７
年
８
カ
月
継
続
し
た
安
倍
晋
三
政
治
が

終
わ
っ
た
。
持
病
の
悪
化
が
原
因
で
本
人
は

さ
ぞ
無
念
で
あ
ろ
う
。
政
権
の
空
白
は
ま
ず

い
と
判
断
し
た
菅
義
偉
官
房
長
官
は
、
自
民

党
総
裁
選
に
立
候
補
す
る
決
意
を
表
明
し
、

自
民
党
の
大
派
閥
で
は
菅
氏
を
総
裁
に
推
挙

す
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
の
で
、
総
裁
選
挙

前
に
菅
総
裁
が
決
ま
っ
て
い
た
。
同
氏
は
「
安

倍
政
権
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
継
承
し
、

さ
ら
に
前
に
進
め
る
た
め
に
私
の
持
て
る
力

全
て
を
尽
く
す
覚
悟
だ
」「
自
助
・
共
助
・
公

助
の
国
づ
く
り
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
所
見
を
発
表
し
た
。

　

安
倍
政
権
の
基
本
理
念
は
「
戦
前
回
帰
の

国
粋
主
義
」
で
あ
り
、
経
済
で
は
新
自
由
主

義
に
よ
る
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

菅
氏
が
「
安
倍
政
権
の
取
り
組
み
」
と
い
う

の
は
内
政
と
外
交
の
両
面
で
国
粋
主
義
を
継

続
し
て
行
く
政
治
姿
勢
で
あ
り
、「
自
助
・
共

助
・
公
助
の
く
に
づ
く
り
」
と
は
新
自
由
主

義
の
基
本
教
義
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
従
っ
て

経
済
政
策
を
実
行
し
て
行
く
と
い
う
宣
言
で

あ
る
。

　

安
倍
政
治
の
二
本
柱
で
あ
る
「
戦
前
回
帰

を
狙
う
国
粋
主
義
」
と
「
新
自
由
主
義
経
済

政
策
」
の
遺
産
を
見
て
み
よ
う
。

　

日
本
政
府
は
現
行
憲
法
の
制
定
以
来
、
法
制

局
が
「
日
本
は
国
連
が
規
定
し
て
い
る
集
団
的

自
衛
権
は
保
有
し
て
い
る
が
、
憲
法
第
9
条

が
あ
る
の
で
行
使
は
で
き
な
い
」
と
決
定
し

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
安
倍
政
権
は
２
０
１
４

年
７
月
１
日
の
閣
議
決
定
で
「
憲
法
第
9
条

が
あ
っ
て
も
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
限
定

的
な
が
ら
容
認
で
き
る
」
と
解
釈
を
変
更
し

た
。
こ
の
結
果
、
２
０
１
５
年
９
月
に
は
「
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
で
き
る
」
安
全
保

障
関
連
法
案
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
は
、
２
０
１
２
年
に

米
国
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
か
ら
要
請

さ
れ
た
が
、
日
本
は
拒
否
し
て
い
た
。
こ
れ

を
安
倍
首
相
が
強
引
に
憲
法
解
釈
を
閣
議
決

定
で
変
え
て
容
認
し
た
の
で
あ
り
、
明
ら
か

に
憲
法
違
反
の
政
治
判
断
を
自
ら
勝
手
に
閣

議
決
定
で
決
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
日
本

の
自
衛
隊
は
米
軍
の
後
方
部
隊
と
し
て

米
軍
の
軍
事
行
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。

　

安
倍
氏
に
つ
い
て
、
故
加
藤
紘
一
・
元

自
民
党
幹
事
長
が
「
危
険
な
政
治
家
だ
、

絶
対
に
首
相
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

警
告
し
て
い
た
通
り
、
彼
は
閣
議
決
定

で
憲
法
解
釈
を
変
更
し
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
容
認
す
る
「
危
険
な
行
動
」
に

出
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
を
要

請
し
て
き
た
米
国
も
「
安
倍
は
強
硬
な

国
粋
主
義
者
（Strong N

ationalist

）

だ
。
慰
安
婦
、
歴
史
教
科
書
、
戦
死
者

を
祀
る
靖
国
神
社
参
拝
な
ど
の
問
題
に

対
す
る
取
り
組
み
方
や
、
韓
国
と
の
領

土
紛
争
に
対
す
る
発
言
は
、
日
本
の
近

隣
諸
国
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
っ
て
、

厳
し
く
監
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
」

（
議
会
調
査
局
、
２
０
１
３
・
15
年
）
と

警
告
し
て
お
り
、
米
国
が
安
倍
首
相
を

信
頼
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
監
視
し

な
が
ら
米
国
の
利
益
の
た
め
に
使
っ
て

ゆ
こ
う
」
と
い
う
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。

　

万
一
極
東
ア
ジ
ア
で
戦
乱
が
発
生
す

れ
ば
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
し

た
日
本
が
「
最
初
に
犠
牲
に
な
る
」
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
は
安
倍
首
相
の
「
最
大
の

負
の
遺
産
、
大
罪
」
で
あ
る
。
菅
首
相

は
こ
の
ま
ま
継
承
す
る
の
か
？

　

経
済
政
策
の
面
で
は
、
第
2
次
安
倍

政
権
は
小
泉
構
造
改
革
を
引
き
継
い
で

新
自
由
主
義
政
策
を
採
り
入
れ
た
。
新

自
由
主
義
を
取
り
入
れ
て
30
年
経
過
し

た
英
米
で
は
、
財
政
赤
字
の
拡
大
、
国

家
債
務
の
増
加
、
格
差
拡
大
、
中
間
層

の
崩
壊
、
社
会
の
分
断
な
ど
を
も
た
ら

す
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
た
の
に
、
安

倍
首
相
に
は
新
自
由
主
義
へ
の
反
省
が

な
く
、
再
び
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
。

　

経
済
政
策
（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
の
目
標

は
「
日
本
を
一
番
儲
け
や
す
い
国
に
す

る
（
資
本
の
利
益
最
優
先
、
労
働
者
の

所
得
減
少
）」
こ
と
で
あ
る
。「
緊
縮
財

政
を
継
続
し
て
小
さ
い
政
府
を
継
続
す

る
」「
２
０
２
０
年
に
基
礎
的
財
政
収
支

（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）
を
均
衡
さ

せ
る
財
政
政
策
を
と
る
（
デ
フ
レ
政
策
）」

「
異
次
元
の
金
融
緩
和
を
実
行
し
て
円
安

誘
導
す
る
」「
労
働
法
を
改
悪
し
て
非
正

規
労
働
者
は
永
久
に
非
正
規
に
抑
え
込

む
」「
消
費
税
を
増
税
し
て
法
人
税
減
税

の
原
資
を
創
る
」
な
ど
で
、
一
般
庶
民

か
ら
大
手
企
業
と
富
裕
層
へ
の
国
富
を

移
す
政
策
を
と
っ
て
き
た
。

　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
目

標
に
よ
る
デ
フ
レ
政
策
（
財
政
収
支
の
黒

字
化
）を
と
れ
ば
、国
富
は
余
り
海
外（
主

と
し
て
米
国
）
へ
流
失
す
る
。
安
倍
首

相
が
こ
の
政
策
を
と
っ
た
理
由
は
、
米

国
の
支
援
を
得
て
政
権
を
継
続
し
よ
う

と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
国
民
は
ま
す
ま
す
貧
困
化
し
て
ゆ

く
。

　

菅
首
相
は
こ
れ
も
継
承
す
る
の
か
？

あ
る
。

　

安
倍
政
治
の
二
本
柱
で
あ
る
「
戦
前
回
帰

を
狙
う
国
粋
主
義
」
と
「
新
自
由
主
義
経
済
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